
（様式第４号） 社会教育委員会 会議概要

１ 審議会名 第４期第９回社会教育委員会

２ 日 時 平成２６年４月２４日 午前９時３０分から午前１１時まで

３ 会 場 教育委員会第２庁舎会議室

４ 出 席 者 安井幸次委員 西田力委員 竹田貴一委員 犛山永子委員 関和幸委員

山浦美幸委員 宮島渡委員

５ 市側出席者 岩倉生涯学習課長、宮澤生涯学習係長、高寺青少年係長、吉田生涯学習係主査

６ 公開・非公開等の別 公開

７ 傍聴者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 ２６年４月２４日

協 議 事 項 等

１ 開 会

２ あいさつ

３ 委員・事務局 自己紹介

４ 会議事項

（１）平成２６年度重点目標について

（事務局）生涯学習課の重点目標について説明。

（委 員）社会教育施設の整備について、現在どのような状況か。

（事務局）西部公民館については、整備すること自体は決定しているが、建替場所、時期、施設規模等は

現時点では決まっていないため、事業化に向けて今年度検討を進めていく。

神川地区公民館については、既存の建物を耐震補強するのか、地元の要望も踏まえ移転改築す

るのか今後検討を進めていく。

（委 員）地域リーダーの育成について、市役所内の他の部署で開催している講座との連携は可能か。

（事務局）必要があれば、他の課とも連携していく。

（委 員）西小学校における発達障がい児に対する支援とは、どのような内容か。

（事務局）６月末から週２回、午前中、ボランティアが 1人ずつ支援学級に入っている。

（委 員）資料に挙げられたボランティア活動は、公民館主導のものだけか。他にも地域の方が関わった

ボランティア活動が行われていると思うが。

（事務局）生涯学習課としての重点目標のため、すべてのボランティア活動が網羅されているわけではな

い。学校教育課からの依頼で活動しているケースもあるが、それについては掲載していない。

（委 員）学校で行われているボランティア活動のすべてが一覧表にならないか。全体的な動きがわかり、

とてもよいと思うが。

（事務局）確かにボランティア活動のデータベース化は必要だと考えている。ただ、学校ごとに毎年活動

状況が変わるため、関係機関と話し合いながら検討してまいりたい。

（委 員）地域が学校を支援する取組の推進をテーマに教育委員との懇談会を開催することを提案する。

（委 員）青少年育成について、現在、若者が地域貢献をする場が少ないように思う。また、地域貢献を

する若者を育てることも必要と考えるが、いかがか。

（事務局）こどもまつりでは、「ジュニアスタッフ」として若者の人材育成をしている。

（委 員）２公民館で青少年育成関係団体連絡会が組織されていないということだが、どういう状況なの

か。

（事務局）２公民館については、地域が広くブロック単位で活動しているため、全体としては組織されて

いない。地域の実情に応じた対応を働き掛けていきたい。

（委 員）川西地域では、青少年育成関係団体連絡会が定期的に行われている。その動きをほかの地域に

広めていくのはどうか。

（事務局）組織は、カタチではなく、実際に活動することが大事。関係団体が情報交換をする場になるよ

う今後も支援してまいりたい。



（２）今年度事業計画について

（事務局）上小社会教育委員連絡協議会の事業計画等について説明。

（委 員）質問なし

・提言書の提出について
地域が学校を支援する取組に関し、現状を踏まえた上で、更に推進していくための提言を、残りの

任期の中で作成し、教育委員長に提出することを決定。本日の論議を踏まえ、次回の会議にたたき台
を提示することになった。

(３) その他
・平成２６年度上小社会教育委員連絡協議会総会・地区研修会について
・上小社会教育委員連絡協議会監事の選出について ⇒ 犛山委員に依頼することを決定
・平成２６年度出前ときめきのまち講座について

５ その他
次回：平成２６年５月２７日（火）午前開催


